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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・若松　邦生様～東B3

＜患者様連絡事項＞
・沢野　茂雄様～本日、血培、痰培、胸部CT実施指示。点滴メインは変更なし。
また、明日より、スルバシリン3g　1V+生理食塩液100ml　（2：00、14：00）へ変更（9/5まで）となる。

・松橋　和大様～本日より、午前午後3時間の開放観察実施指示受ける。また、週末の開放観察時間について。
・8/30　午前午後3時間ずつ　
・8/31　8時～20時開放観察　
・9/1問題行動なければ夕方主治医診察し隔離解除。Bユニットへ移動、の予定。
主治医より本人に説明済み。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間の開放観察の指示あり。開放中壁たたきや他室侵入繰り返し落ち着きない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8：00～20：00までの開放観察の指示あり。対面時妄想言動顕著だが不穏興奮なし。ホールで書き物をして過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情やや硬いが不穏興奮なし。自室で臥床して休まれている。問題行動なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・松橋　和大様～終日隔離中。本日より午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。開放中は適度に他患者と交流あり。対面時も切迫性なく落ち着いて応対されている。施錠にも拒否抵抗なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。午前午後2時間の両下肢開放観察の指示あり。対面時口調表情穏やか
で気分変動見られず。食事も全量摂取されており、不穏興奮なく経過している。拘
束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除
出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察状況＞
・村尾 朱佑様～臨時薬継続処方、新たな指示無く9/1主治医面談予定。

・沢野 茂雄様～胸部CTの結果まだ肺炎所見あり。妻様へ検査結果と現状について主治医より電話にて説明している。（CT上、まだ肺炎所見あり、採血結果も炎症反応がまだ高いので抗菌薬を変更して治療していく必要がある。痰があるのでまだ食事再開はできない状況だが発熱はない。楽観視することはまだできず、悪化する可能性もあること説明。妻様、よろしくお願いしますと返答している）明日より抗生剤変更となり、点滴9/5まで指示あり。排便-15日目だが食止め中であり経過観察とのこと。

・長根　瞳様～診察時は不穏無し。9/3からの臨時薬、ロドピン中止、オランザピン10→15へ、リ
スペリドン1→2へ、バルプロ酸Na200追加。9/10からの臨時薬、オランザピン
15→20へ、リスペリドン2→4へ、バルプロ酸Na200→400へ変更予定。

・村上　綾子様～診察時、主治医よりレクチャー6実施している。主治医より改めて断酒確認すると「飲まない方がいいのであれば飲まないです」と答えている。

＜入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和7年8月29日　14：27
　氏　　名：若松　邦生様（わかまつ　くにお）様
　生年月日：昭和63年6月27日(37歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.（診察医：村上Dr.）　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット3号室
　＜経過＞
　当院3回の任意入院歴あり（前回：R7.2.11～3.19）。退院後は当院の定期通院、服薬、1回/4wの
デポ剤継続し、また就労の利用も再開していた。両親や就労利用者などとの関係性で不調をきたす
事があり、必要時臨時受診を調整し外来通院を継続していた。就労も休みがちであり、8/7には就
労を早退し、機嫌の悪さが見られ、母に対し大声をあげる事や心配する母に対し蹴る等の粗暴を働
く事があったとの報告があり、受診日早めている。表情の硬さが見られ、母様に対しぶっきらぼう
に接する様子が見られていたが、本人入院拒否し、頓服薬が処方となっていた。母からはGHへの
入所や就労内容の調整の希望があり、母から青明舎へ相談していくと話されていた。8/20受診時、
本人より就労先で悩む事があり、就労を休むことはあったものの易怒性は軽減しているとの報告が
聞かれ、次回、4週後の受診調整となっていた。8/28家族、本人より連絡あり、気分の落ち込みや
人間関係でのトラブルや就労から距離を置きたい事を理由に症状改善、休息目的での入院希望あり。
現在、母から見ても無気力さが見られているとの事。主治医より早期での受け入れ指示あり、東病
棟Bユニットへ任意入院となっている。
